G enkiLife

BMA: BAGE5S ¥ ¥R & O—F I
514 04 HS: APRab07449

RRER D H

=

L

BE

SR
RISt
1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E

=

o H
wRiEE
H7E

mREE
BEFE
RS

iB{zFID
SwissProt ID
BERE

Al
Bt

D9 ¥R S 0—F Ik

SEFE

WB,ELISA

Eb ¥UX Ty b

IEHIR

HKEIE

I9G

R)so—FI

N

Tmg/ml

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
Ly,

e

50% 7 t0—)L, 0.5% {REZ /&, 0.02% #2141 THEFI N 58 PBS iR,

TI4 =T 1R

WB 1:500-1:2000,ELISA 1:5000-1:10000

51kDa

BAG5
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、BAG1関連タンパク質ファミリーのメンバーです。BAG1は抗アポトーシスタンパク質であり、BCL-2、Rafタンパク質キナーゼ、ステロイドホルモン受容体、成長因子受容体、熱ショックタンパク質70 kDaファミリーのメンバーなど、様々な細胞アポトーシスおよび増殖関連タンパク質と相互作用することで機能します。このタンパク質はC末端付近にBAGドメインを有し、これがHsc70/Hsp70に結合してシャペロン活性を阻害する可能性があります。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：基質遊離を促進することでHSP70/HSC70のシャペロン活性を阻害します。 PARK2の自己ユビキチン化とPARK2による標的タンパク質のユビキチン化の両方を阻害する。,類似性:4つのBAGドメインを含む。,サブユニット:HSP70/HSCシャペロンのATPaseドメインに結合し、PARK2に結合する。,
	研究分野
	-
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	BAGE5ポリクローナル抗体を用いたJurkat K562細胞抽出物のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

